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１２月役員会について
下記のとおり開催しました。
日  時：１２月２日（木）９時４５分〜１１時３５分
場  所：ゆうゆう荻窪東館
出席者：１１名
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1． 成人の日のお祝いについて（報告）
今年も、新成人に対してささやかではありますが、町会よりお祝い品として「図書券」を贈呈します。１２月中に回覧板にて申請を受け付けました。

2． レクリエーションの実施について（検討）
コロナ禍、非常に慎重になりますが状況が許せば参加者の方々のご負担にならないようなレクリエーションを行う予定で準備を行うことにしました。但し、少しでも状況が悪化すれば当然中止いたします。実施する場合は奮って皆様のご参加をお待ちしております。

3． 年末パトロールの実施について（報告）
１２月２２日（水）午後７時、ゆうゆう荻窪東館集合、役員を中心としたメンバーで、町会の緑ベスト着用、赤色灯及び拍子木持参でパトロールを実施しました。

4． 防犯カメラ設置完了について（報告）
以前より皆様には、防犯カメラの設置についてご意見やご協力を頂いておりましたが、１１月２７日に設置工事が無事完了いたしました。設置場所は、①西郊ロッジング裏②大田黒公園側道③忍川下橋手前です。防犯カメラは、万が一の備えですので防犯につきましては皆様自身なお一層の対策をお願いします。

次回役員会：令和４年１月６日（木）９時４５分～ゆうゆう荻窪東館
　　　　　（総務部）


防災部定期訓練
１１月２８日（日）４名参加。大田黒公園・つどい公園で定例訓練を行った。今後、非常食の補充はアレルギーを考慮したものも検討。　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（防火・防災部）
防犯パトロール活動
１１月４日（木）１５名、１２日（金）１１名、２３日（火）１３名の合計３９名参加。１月は６日（木）１４日（金）２５日（火）に行いますので、参加予定者は１５時３０分迄に大田黒公園駐輪場にお集まりください。　　　　　　　　　　　　　　
（防犯・安全部）
発行：荻窪東町会　higashityoukai@gmail.com
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クヌギ（櫟） 



 



今年も大勢の人が見物に訪れた大田黒



公園の紅葉。その主役は並木のイチョウ



と池の周りに植えられたモミジでしたが、



脇役ながら鮮やかな黄色でその賑わいに



貢献していた高い木がありました。ケヤ



キと並んで武蔵野を代表するクヌギです。



以前、当欄でも触れましたが、武蔵野台



地に入植した人々は、火山灰に覆われた



不毛な台地を改良するため、クヌギやコ



ナラなどの落葉樹を植えて林を育て、落ち葉を集めて堆肥をつくっては、繰り返



し畑に撒いて肥沃な土をつくりあげてきました。 



左下の写真は、その林ですが、どの木も株立ちで、幹が細いのはなぜだか、わ



かりますか。10～30 年ごとに、薪や炭にするため伐採し、その切り株から生



える芽を再び育ててきた結果なのです。こうした落葉樹の林は、かつて武蔵野の



どこでも見られる風景でしたが、薪炭の需要がなくなると、すっかり姿を消し、



生き延びたクヌギは立派な大木になっています。 



右下は昭和初期のクヌギ並木の写真ですが、同じクヌギでも、夏になると、涼



しい木陰をつくる大木になっています。いずれにしても、昔の武蔵野の人々は、



さまざまな形で樹木を利用し、その恩恵を受



けてきたのです。 



 



 



 （島田謹介『武蔵野』より） 



 



（『武州多摩郡上荻久保風景変遷誌』より） 



 



文化・厚生部 松井和男 
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